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(百万円未満切捨て)

１．平成29年３月期第２四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第２四半期 4,691 △6.4 187 △28.8 138 △48.2 73 △58.2

28年３月期第２四半期 5,012 1.5 263 △8.0 267 △0.1 176 △20.1

(注) 包括利益 29年３月期第２四半期 △83 百万円 (△521.7％) 28年３月期第２四半期 19 百万円 (△95.6％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第２四半期 2.48 ―

28年３月期第２四半期 5.94 ―
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年３月期第２四半期 15,965 6,403 40.1

28年３月期 15,765 6,605 41.9

(参考) 自己資本 29年３月期第２四半期 6,403 百万円 28年３月期 6,605 百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 ― 0.00 ― 4.00 4.00

29年３月期 ― 0.00

29年３月期(予想) ― 4.00 4.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,000 1.1 600 4.7 600 4.8 400 △23.4 13.45

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)―

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期２Ｑ 29,929,996株 28年３月期 29,929,996株

② 期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 196,703株 28年３月期 195,617株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 29,733,689株 28年３月期２Ｑ 29,736,669株

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

　 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

　時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

　断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

　は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、年初からの継続的な円高進行が企業収益を圧迫し、中国をはじ

めとする新興国経済の成長鈍化や、英国のＥＵ離脱問題等による海外経済の不確実性の高まりにより先行き不透明な

状況が続いております。

こうした中にあって当社グループにおきましては、切削工具では得意分野の金型加工用工具の寿命向上を目的とし

て、高硬度材加工用新被膜「新ＤＨコート」の商品展開を更に進めたほか、チップ両面を使用可能とすることで、工

具性能と経済性だけでなく環境にも配慮した高能率刃先交換式工具の新製品を発売いたしました。耐摩耗工具では、

専門化する顧客要望に対応するため事業部制を導入し、技術サービスをより充実させることによって、複合新材料

「サーメタル」の更なる市場展開・用途開発や高機能金型の拡販を行っております。また、新製品開発を継続的に行

うほか、販売企画の実施も積極的に行いました。

連結売上高は、前年同期比6.4％減の4,691百万円となりました。このうち国内販売は前年同期比3.2％減の2,733百

万円となり、輸出は欧州向けは微増となりましたが、北米向け、中国向けが減少し、同10.6％減の1,958百万円となり

ました。輸出の地域別では、北米向けが前年同期比18.9％減の409百万円、欧州向けが同2.9％増の534百万円、アジア

向けが同10.0％減の985百万円、その他地域向けが同58.9％減の28百万円となり、この結果、連結売上高に占める輸出

の割合は、前年同期に比べ1.9ポイント減少し41.8％となりました。

製品別では、焼肌チップが前年同期比1.0％増の658百万円、切削工具が同7.3％減の3,334百万円、耐摩耗工具が同

10.7％減の671百万円となりました。

収益面では、売上高が減少したことから、連結営業利益は前年同期比28.8％減の187百万円となり、経常利益は同

48.2％減の138百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は同58.2％減の73百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

資産は前連結会計年度末に比べ199百万円増加し15,965百万円となりました。このうち流動資産は84百万円の増

加、固定資産は114百万円の増加となりました。

流動資産の変動の主な要因は、現金及び預金が144百万円増加し、受取手形及び売掛金が38百万円減少したことで

あります。

固定資産のうち、有形固定資産は267百万円増加しました。変動の主な要因は、減価償却費の計上による減少402

百万円、設備投資の実施による増加670百万円であります。投資その他の資産は163百万円減少しました。変動の主

な要因は、投資有価証券の評価額が株価の下落を受け126百万円減少したことであります。

(負債)

負債は前連結会計年度末に比べ401百万円増加し、9,562百万円となりました。このうち流動負債は112百万円の増

加、固定負債は288百万円の増加となりました。

流動負債の変動の主な要因は、短期借入金が340百万円増加し、支払手形及び買掛金が153百万円減少したことで

あります。

固定負債の変動の主な要因は、長期借入金が388百万円増加し、退職給付に係る負債が55百万円減少したことであ

ります。

(純資産)

純資産は前連結会計年度末に比べ202百万円減少し、6,403百万円となりました。このうち株主資本は、配当の実

施や、親会社株主に帰属する四半期純利益が73百万円であったこと等により45百万円減少し、6,228百万円となりま

した。また、株式の時価評価等によりその他の包括利益累計額は157百万円減少し、174百万円となりました。

　 (キャッシュ・フローの状況)

営業活動により獲得した資金は266百万円でありました。資金流入の主な要因は、税金等調整前四半期純利益138

百万円、減価償却費411百万円であり、資金流出の主な要因は、仕入債務の減少149百万円であります。

投資活動により流出した資金は723百万円でありました。主な要因は設備投資による支出684百万円であります。

財務活動により獲得した資金は605百万円でありました。主な要因は借入金の返済による支出1,620百万円に対し、

借入による収入が2,350百万円であったことであります。

以上の結果、現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末残高は前連結会計年度末と比べ、144百万円増加

し、1,294百万円となりました。

決算短信（宝印刷） 2016年11月01日 16時32分 4ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



ダイジェット工業株式会社(6138) 平成29年３月期 第２四半期決算短信

― 3 ―

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点では平成28年５月11日に公表しました業績予想に変更はございません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

ただし、この計算で合理性を欠く場合には、税引前四半期純利益を調整のうえ、法定実効税率を用いて税金費用を計

算しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に及ぼす影響は軽微

であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,150,002 1,294,762

受取手形及び売掛金 2,273,796 2,235,440

商品及び製品 2,629,367 2,673,134

仕掛品 1,206,336 1,134,054

原材料及び貯蔵品 906,271 903,529

繰延税金資産 192,505 187,905

その他 161,481 175,468

貸倒引当金 △10,039 △9,669

流動資産合計 8,509,722 8,594,625

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 879,395 891,447

機械装置及び運搬具（純額） 3,257,274 3,475,041

土地 974,710 1,032,379

リース資産（純額） 13,600 8,800

その他（純額） 209,634 194,724

有形固定資産合計 5,334,615 5,602,391

無形固定資産 67,148 76,988

投資その他の資産

投資有価証券 1,278,872 1,152,389

関係会社出資金 226,571 183,717

差入保証金 59,529 58,740

保険積立金 310,463 317,196

その他 8,818 9,014

貸倒引当金 △29,788 △29,771

投資その他の資産合計 1,854,466 1,691,286

固定資産合計 7,256,231 7,370,666

資産合計 15,765,953 15,965,292
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 562,664 503,589

電子記録債務 666,597 571,923

短期借入金 2,055,029 2,395,316

未払法人税等 88,329 74,053

賞与引当金 220,825 191,155

未払費用 62,933 63,811

その他 699,556 669,067

流動負債合計 4,355,934 4,468,917

固定負債

長期借入金 2,895,094 3,284,022

リース債務 5,225 -

資産除去債務 17,560 17,560

長期未払金 374,660 374,149

退職給付に係る負債 1,441,821 1,386,668

繰延税金負債 69,820 30,692

固定負債合計 4,804,182 5,093,092

負債合計 9,160,116 9,562,010

純資産の部

株主資本

資本金 3,099,194 3,099,194

資本剰余金 1,703,396 1,703,329

利益剰余金 1,515,405 1,470,266

自己株式 △44,006 △44,091

株主資本合計 6,273,989 6,228,698

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 383,175 293,233

為替換算調整勘定 90,941 3,513

退職給付に係る調整累計額 △142,269 △122,163

その他の包括利益累計額合計 331,847 174,583

純資産合計 6,605,837 6,403,282

負債純資産合計 15,765,953 15,965,292
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 5,012,856 4,691,948

売上原価 3,434,879 3,211,883

売上総利益 1,577,976 1,480,065

販売費及び一般管理費 1,314,417 1,292,537

営業利益 263,558 187,527

営業外収益

受取利息 27 31

受取配当金 18,232 16,616

助成金収入 72 -

為替差益 197 -

その他 23,090 17,661

営業外収益合計 41,619 34,309

営業外費用

支払利息 25,017 23,959

為替差損 - 49,463

支払手数料 - 1,500

持分法による投資損失 12,248 8,123

その他 125 184

営業外費用合計 37,392 83,231

経常利益 267,786 138,605

特別利益

固定資産売却益 - 967

特別利益合計 - 967

特別損失

固定資産除却損 80 688

特別損失合計 80 688

税金等調整前四半期純利益 267,706 138,884

法人税、住民税及び事業税 93,820 62,921

法人税等調整額 △2,661 2,164

法人税等合計 91,158 65,086

四半期純利益 176,548 73,798

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 176,548 73,798
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 176,548 73,798

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △171,804 △89,941

為替換算調整勘定 △484 △52,697

退職給付に係る調整額 10,957 20,106

持分法適用会社に対する持分相当額 4,575 △34,730

その他の包括利益合計 △156,755 △157,264

四半期包括利益 19,792 △83,465

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 19,792 △83,465

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 267,706 138,884

減価償却費 385,826 411,993

貸倒引当金の増減額（△は減少） △243 △370

受取利息及び受取配当金 △18,260 △16,647

支払利息 25,017 23,959

為替差損益（△は益） △89 1,287

持分法による投資損益（△は益） 12,248 8,123

固定資産売却損益（△は益） - △967

固定資産除却損 80 688

売上債権の増減額（△は増加） 92,844 26,494

たな卸資産の増減額（△は増加） △224,085 △8,720

仕入債務の増減額（△は減少） △113,111 △149,225

その他 38,469 △77,389

小計 466,402 358,110

利息及び配当金の受取額 15,453 14,090

利息の支払額 △24,860 △23,726

法人税等の支払額 △43,346 △82,012

営業活動によるキャッシュ・フロー 413,649 266,462

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △861,519 △684,145

有形固定資産の売却による収入 - 1,094

無形固定資産の取得による支出 △9,510 △19,375

投資有価証券の取得による支出 △2,344 △2,454

その他 △6,637 △18,194

投資活動によるキャッシュ・フロー △880,011 △723,075

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 400,000 1,000,000

短期借入金の返済による支出 △500,000 △700,000

長期借入れによる収入 1,350,000 1,350,000

長期借入金の返済による支出 △752,260 △920,785

自己株式の取得による支出 △168 △542

ファイナンス・リース債務の返済による支
出

△5,061 △5,143

配当金の支払額 △88,288 △118,089

財務活動によるキャッシュ・フロー 404,220 605,439

現金及び現金同等物に係る換算差額 959 △4,067

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △61,181 144,759

現金及び現金同等物の期首残高 1,287,247 1,150,002

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,226,065 1,294,762
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社及び連結子会社の事業は、主として超硬合金・工具の製造及び製品等の販売を営んでいるものであり、報告

セグメントとしては当該事業のみを対象とし単一であるため、セグメント情報の記載を省略しております。
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４．補足情報

（１）生産、受注及び販売の状況

　 ① 生産実績

製品区分

前第２四半期連結累計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

当第２四半期連結累計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

比較増減

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 増減率(％)

焼肌チップ 708,245 13.9 701,218 14.9 △7,027 △1.0

切削工具 3,686,008 72.6 3,381,474 71.7 △304,534 △8.3

耐摩耗工具 682,454 13.4 629,867 13.3 △52,587 △7.7

その他 3,523 0.1 6,210 0.1 2,687 76.3

合計 5,080,230 100.0 4,718,769 100.0 △361,461 △7.1

　 (注) １ 金額は販売価格で表示しております。

　 ２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

② 受注実績

製品区分

前第２四半期連結累計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

当第２四半期連結累計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

比較増減

受注高(千円) 受注残高(千円) 受注高(千円) 受注残高(千円) 受注高(千円) 受注残高(千円)

焼肌チップ 646,970 59,968 618,260 60,785 △28,710 817

切削工具 3,563,966 577,953 3,276,217 376,880 △287,749 △201,073

耐摩耗工具 841,461 243,380 675,565 207,865 △165,896 △35,515

その他 7,203 3,298 25,092 1,201 17,889 △2,097

合計 5,059,600 884,599 4,595,134 646,731 △464,466 △237,868

　 (注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

③ 販売実績

製品区分

前第２四半期連結累計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

当第２四半期連結累計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

比較増減

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 増減率(％)

焼肌チップ 652,387 13.0 658,812 14.0 6,425 1.0

切削工具 3,598,112 71.8 3,334,372 71.1 △263,740 △7.3

耐摩耗工具 752,370 15.0 671,754 14.3 △80,616 △10.7

その他 9,987 0.2 27,010 0.6 17,023 170.5

合計 5,012,856 100.0 4,691,948 100.0 △320,908 △6.4

　 (注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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